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昭和28年の「白峰局郵便区全図」（以下S28郵便図

と呼ぶ）は昭和20年代後期の旧白峰村における数百

所帯の出作り地と子字名が記載され，村内のほとん

どの道に 1 m単位の距離や集落の戸数まで記載して

ある特殊編集図である（西村，1971，図 1 ）。この

地図は郵便配達の便益上作成された地図であること

は明白であるが，一方，郵便配達員が当時山々に分

布していた出作り地まで郵便物を配達していたこと

を示している。白峰村の出作り地は，時には標高

1 ,000mを越える高地にもあり，その多くは標高

600mから800mの位置にあることは知られている

（橘，1994）。このような高地への配達用務は公務な

がら特に冬期には困難をきわめたにちがいない。当

時の郵便配達員の行動は白山麓の山民生活にかかわ

り，その特性を究明する上で参考になるものである。

このたび，この「S28郵便図」が保存されているこ

とが分かったので，この図を通してみた当時の郵便

配達員の歩いた距離やコースのほか配達の様子を記

録することとした。

本図を保存し，その利用を承諾していただいた橘

礼吉氏にお礼申し上げます。また，白峰郵便局には

貴重な資料を利用させていただきお礼申し上げま

す。さらに，昭和30年前後の郵便事情について教示

していただいた山下裕男氏，木田十幸氏及び永吉恒

男氏に感謝します。

方　　法

S28郵便図には白峰局管内ほとんどの道（国道や

村道から集落や出作り地までの道）に 1 m単位の距

離が記載してあるため，郵便配達員の歩行コースを

推測し，地域ごとに配達基点を置いて距離を測定し

た。下田原地域は赤谷分岐から，赤谷及び大嵐谷

（百合谷･小糸含む）は桑島局から，大道谷，明谷，

河内谷（苛原・風嵐谷を含む）は白峰局から，三

谷－市ノ瀬はコマ山（向桑島）集配所から算出した。

三谷－市ノ瀬地域については当時の配達員におおか

たのコースを聴取して測定した。ただし，本図の判

読不能な箇所は縮尺を参考にして筆者が測定した。

また，白峰村史に掲載された郵便の分類地区を示し

た「白峰局の郵便区」（白峰村，1962）（以下「村史

郵便分類図」と呼ぶ）とS28郵便図に記載してある

小字名を入れた地図を国土地理院地形図（ 5万分の

1「白峰」「越前勝山」，昭和46年発行版）に転記し

て新たに地図を作成して参考資料とした（図 2）。

結果及び考察

１　S28郵便図と村史郵便分類図

S28郵便図は1962年に発行された白峰村史の著者

である小倉学氏を通して橘礼吉氏が入手されたが

（橘礼吉私信），村史郵便分類図にはS28郵便図に記

載されている小字の場所がおおむね一致し，S28郵

便図と同様に「昭和28年 8 月15日現在」と記載され

ていることから，S28郵便図と直接関連した地図と

思われる。しかし，両図における配達期間が異なっ

ている地区もあるため配達期間は村史郵便分類図

を，配達距離はS28郵便図を基に整理することとし

た。
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図１　白峰局郵便区全図（昭和28年発行　一部を加筆。出作り地の●印を大きくした）



林・佐川：昭和28年の白峰村における郵便図―山々を歩いた郵便配達員

─53─



２　「S28郵便図」から見た各地域の配達状況

「S28郵便図」に掲載されているのは白峰288戸，

桑島（西島，東島）217戸計505戸と下田原，赤谷な

ど旧白峰村内 7 地域の（130地区）242戸を併せて

747戸であった。この地図の欄外には「市内総戸数

288戸，市外総戸数367戸」（合計655戸）と記載され

ていたが，市外総戸数は地図に記載されている戸数

と一致しなかった（92戸過少）。これは当時の郵便

当局における市外戸数の掌握方法が異なっているた

めと思われるが，以前に作成された戸数がそのまま

S28郵便図に掲載されている可能性もある。

S28郵便図に記載してある 7地域130地区の郵便状

況の概要は以下の通りであった（表 1，附表）
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図２　1953（昭和28）年の旧白峰村における郵便区分図

「白峰局郵便区全図」（1953）及び「白峰局の郵便区」（1962）の分類を基に作成。地形図は国土地理院白峰及び越前勝山

（昭和47年発行）を使用。



1 下田原地域

16地区33戸あった。16地区のうち周年配達地区は

下田原，下田原出，六郎右エ門山など 3地区で14戸

あったが，奥地の万右エ門山や上高原，ヨモ谷など

8 地区12戸は周年の不配地区であった。正寺谷や小

原山など下田原に近い 5地区11戸では夏期は配達地

区になっていたが，冬期間は不配地区であった。こ

の地域の下田原の標高は560mで，高標高地の大高

（880m）との標高差は320mあった。赤谷分岐点か

ら夏の配達地（ 5～11月）の小原山までの片道距離

は10.2kmあった。

2 赤谷地域

22地区30戸あった。22地区のうち周年配達地区は

取入口，赤谷口，下赤谷口の 3地区 5戸であったが，

小赤谷の奥小赤谷，小赤谷，勘左エ門山，宮原など

の 6 地区 9 戸では周年の不配地区であった。また，

北山，栗谷下，佐助山など11地区14戸は夏期には 2

日に一度の「15度地域」であったが（郵便規則では

2 日に一度配達する地域のことを「15度地域」と称

した），冬は不配地区であった（ 2地区は不明）。30

戸のうち，取入口の標高は440mあり，夏の配達地

の追ハギ谷（760m）との標高差は320mあった。桑

島の西島から追ハギ谷までの片道距離は14.4kmあ

った。

3 大嵐谷（百合谷・小糸）地域

12地区20戸あった。12地区のうち周年配達地区は

田ノ平，下百合谷，向山，下村，細原，下細原，小

糸の 7地区14戸であったが，下向大嵐谷，上向大嵐

谷の 2 地区 2 戸は周年の不配地区であった。一方，

ガニ山は夏期には 2日に一度の配達地区で冬は不配

地区であった（ 2 地区は不明）。12地区のうち低標

高地は下村で440m，高標高地は下百合谷（800m）

で標高差は360mあった。桑島東島から下百合谷，

田ノ平，土場などに出て東島へ戻るコースと白峰局

から小糸までの距離は合わせて9.5kmあった。

4 大道谷地域

21地区42戸あった。このうち16地区は周年配達地

区であったが，平谷と尾田向 2地区 2 戸は冬のみ不

配地区であった（ 3 地区は不明）。21地区のうち低

標高地は小西山で560m，高標高地は尾田で880mあ

り，標高差は320mあった。距離は白峰局から尾田

を経て上五十谷までのコースで片道20.6kmあった。

5 明谷地域

10地区13戸あった。このうち 9地区12戸は冬期は

（12月から翌年 4 月まで）不配地区であった。この

地域の最奥にある山林山はS28年郵便図では 6 月か

ら11月の配達期間と記載しているが，村史郵便分類

図では配達期間は記載しておらず不明であった。10

地区のうち低標高地は池平で600m，高標高地は山

林山で1,040mあり，標高差は440mあった。白峰局

から山林山まで片道14.8kmあった。

6 河内谷（苛原・風嵐谷）地域

33地区60戸あった。風嵐21戸，苛原 4戸，小原山

3 戸，下小原山，向原各 2 戸の 5 地区のほか28地区

は各 1 戸であった。33地区のうち，周年配達地区は

風嵐，小原山，上小原山，源次郎，松山，平左エ門

山の 6地区28戸で牛首川沿いの地区に多かった。大

空，小右エ門山など大空地域の 9地区 9 戸は 5 月か

ら11月までは「15度地域」で，冬期は不配地区であ

った。一方，苛原や上苛原，七松山の苛原周辺地区

の 3 地区 6 戸や河内谷地域の三郎兵山，下小屋場，

万蔵山や藤助山，欅谷など 9 地区10戸では周年の

「15度地域」であった。また，風嵐谷 3 地区は冬期

には不配地区であった（ 3 地区は不明）。風嵐で標
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表１　旧白峰村における郵便配達員の歩行距離と標高

※１　石川県石川郡白峰局郵便区全図（1953）より作成
※２　配達期間（Ⅰ）は白峰局郵便区全図（1953）より，配達期間（Ⅱ）は白峰局郵便区図（白峰村 1962）より作成 
※３　標高の最高地は５月から11月までの配達地域の標高を示す 

配達期間（Ⅱ） 

12月～４月は周年
不配（85条適用），
５～11月は２日に
一度配達（Ｄ）　   

不　明 計 

地　域 戸数 距離 

（km） 

標高（m）
 

最低－最高 

小字数 

（地区） 

標高差
 

（m） 

周年不配 
（85条適用） 

 
（Ｅ） 

12月～４月
周年不配 

（85条適用） 
（Ｃ） 

周年２日
に一度 
配　達 
（Ｂ） 

周年配達 
 
 

（Ａ） 

配達期間（Ⅰ）
 

（小字数）
通年 5～11月 

2
3
5

17
9

20
10
66

560-880
440-760
440-800
560-880

600-1,040
520-1,040
640-1,000

320
320
360
320
440
520
360

33
30
20
42
13
60
44

242

16
22
12
21
10
33
16

130

下田原
赤谷
大嵐谷
大道谷
明谷
河内谷
三谷－市ノ瀬

10.2
14.4

9.5
20.6
14.8
31.9
18.0

119.4

0
2
2
3
1
3
3

14

16
22
12
21
10
33
16

130

0
11

1
0
0
9
0

21

8
6
2
0
0
0
0

16

5
0
0
2
9
3
4

23

14
19

7
4
1

13
6

64

3
3
7

16
0
6
9

44

0
0
0
0
0

12
0

12



高が520mあり，高標高地は大空，小右エ門山で

1,040mあり，標高差は520mあった。白峰局から大

空，苛原を経て，由松山まで片道距離は31.9kmあ

った。

7 三谷－市ノ瀬地域

16地区44戸あった。このうち周年配達地区は集配

所になっていた向桑島（コマ山）から上流域の宗助

沼，宮谷，赤岩，赤岩出，山六山，上鷹山，三谷，

市ノ瀬など 9 地区32戸あった。宮谷，新助山は

「S28郵便図」では 5 月から11月までの配達期間にな

っているが，村史郵便分類図では周年配達地区にな

っている（表 1，図 1 ，附表参照）。メンス，根倉，

小三谷口，六万山の 4 地区 8 戸は冬期には不配地区

となっていた（ 3 地区は不明）。16地区の配達基点

である向桑島（コマ山）で標高640m，高標高地は

新助山，六万山で1,000mあったので標高差は360m

あった。距離はコマ山（集配所）から六万山まで片

道18.0kmあった。

３　小字数

小字数の合計は130地区あったが，小字数の多か

った地域は苛原・大空・河内谷地区が33地区，つい

で赤谷22地区，大道谷21地区，下田原，三谷・市ノ

瀬は各16地区で他の 2地区は10～12地区であった。

下田原地域の奥地や小赤谷地域など不配地区を除

いて小字数が多い地域は，それだけ郵便物を届ける

距離が長かった傾向を示すものであり，郵便配達員

が苦労して歩いた地域と推測される。

４　配達距離

それぞれの地域に基点をおいて配達員が歩いたと

思われる距離を測定すると，河内谷（苛原・風嵐谷

含めて）31.9km，大道谷20.6km，三谷・市ﾉ瀬，

18.0km，赤谷14.8km，下田原10.2km，明谷14.4km，

大嵐谷9.5kmで総距離は119.4kmであった（表 1 ）。

郵便物は周年配達地区でも日によって量が異なり，

各戸に毎日配達する必要はなかったと思われるが，

新聞を届ける地域は必ず毎日通わなければならなか

った（木田十幸氏聴取）。三谷－市ノ瀬以外の地域

は白峰本局の 6 人が輪番で配達していたとされてい

るが（白峰村，1962），「15度地域」であったとして

も，白峰本局に近い明谷でさえ片道14.8km，河内

谷では風嵐谷などを加えると31.9kmもあり，たい

へん苦労の多い山道だったと推察される。

５　標高差

7 地域それぞれについて，配達地としてもっとも

標高の高い所は大嵐谷，大道谷地域が約800m，下

田原，赤谷地域が約900m，明谷，河内谷，三谷－

市ノ瀬地域（六万山）が約1,000mであった。配達の

起点は赤谷地域，大嵐谷地域では標高約400m，下

田原地域，大道谷地域，河内谷地域が約500m，明

谷，三谷－市ﾉ瀬域が約600mあったので，各地の標

高差は河内谷地域は約500m，赤谷地域，明谷地域

では約400mあり，その他の 4地域は約300mあった。

標高差のある山道を歩行した配達員の行為は毎日が

登山のようなものであったと思われる。特に河内谷

地域では標高差は約500mもあり，配達員たちの苦

労が容易に想像できる。標高差400～500mの道を頻

繁に歩いた郵便配達員が日常的に存在していたこと

は旧白峰村民の生活誌の一端を示すものであり，広

範な地域に分布していた当時の出作り生活の活力を

示唆している。

６　周年配達地区と不配地区

S28郵便図に掲載されている小字名と戸数は当時

の白峰郵便局が掌握していた管内の出作り戸数の総

数と思われる。一方，村史郵便分類図では村内にお

ける配達の区分図が示されており，それによれば，

5 種類の配達区域に分けられている（図 2 ～ 3 ）。

一つは一般的な周年配達地区，二つは季節的または

短期間の地区に分けられ，「指定地域」と記載して

いる。これはさらに 4種類に分けられ，一つは周年

にわたる不配地区と12月から 4 月までの冬期間の不

配地区に分けられている。さらに，周年にわたる

「15度地域」と 5 月から11月に「15度地域」になる

地域に分けられている。ただし，周年の不配地区に

指定されている地区の住民はある一定の場所を指示

して配達してもらうことができることになってい

た。これらはいずれも郵便規則第85条に規定されて

いた（白峰村，1962）。現在の白峰ではこの規則に

よる配達区はなくなっているが，県内では小松市の

2 地区（丸山町，新保町）が冬期のみ指定されてい

る（「内国郵便約款」第80条で規定。郵便事業株式

会社，2007）。

S28年郵便図に記録されている130地区（小字）の

うち通年配達地区は66地区記載されているが，村史

郵便分類図では44地区となっている。村史郵便分類

図によれば通年配達地区の多い地区は小糸・百合

谷，大道谷および三谷－市ノ瀬地域である。また，

石川県白山自然保護センター研究報告　第36集（2009）

─56─



周年の「15度地域」は河内谷と苛原に分布し，5 月

から11月までの「15度地域」は赤谷と大空地区に多

く分布している。この 2地域はまた，12月から 4 月

までの冬期間は不配地区になっている。一方，周年

にわたる不配地区は下田原地域の奥地と小赤谷地域

となっている。

昭和20年代から昭和30年代の白峰郵便局の配達従

事者は 6～ 8 人程度いたとされているが，三谷や市

ノ瀬など白峰村の奥地は「請負集配区」と呼ばれ，

請負集配人が配達していた。その他の地域は白峰郵

便局の本局が直接配達しており（永吉恒夫氏，木田

十幸氏より聴取），白峰村史では村史編纂当時の配

達員は 6名が輪番制で服務していると記載している

（白峰村，1962）。

７　郵便配達の状況

昭和 2年生まれの木田十幸氏は満16歳のときから

75歳まで郵便配達員をしていた。16歳から25歳ぐら

いまでの間は「本務員」であった兄の補助員として

歩き，26才ごろから45才までは独りで配達して歩い

た。さらに，46才から60才の定年になるまでは「本

務員」として働いた。また，61才から75才までは再

度「請負」の配達員として山々を歩いた。

木田氏は自分の実家のあった「コマ山」（「S28郵

便図」では「向桑島」と記載）で本局から運搬され

た郵便物を受け取り，ここから主に徒歩で三谷，赤

岩，市ノ瀬，六万山の営林署の小屋まで行き来した。

周年配達地区の多いこの地区では冬季にはスキーに

アザラシのシールをつけて配達したが，大変な苦労

があったにちがいない。

林・佐川：昭和28年の白峰村における郵便図―山々を歩いた郵便配達員

─57─

周年配達 

周年不配 

5－11月は配達，12－4月 
は不配 

周年2日に1度配達 

5－11月は2日に1度配達， 
12－4月は不配 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

図３　郵便配達区の分類

白峰局郵便区図（1962）より作成

写真１　昭和30年ころの配達の様子（木田十幸氏提
供）

写真２　昭和30年ころの郵便配達員の服装
（木田十幸氏提供）



この地域では三谷の林家，赤岩の加藤家，市ノ瀬

の永井家や湯ノ谷の営林署では新聞を取っていたの

で毎日約30km歩いた。これらの 3 家には「証印」

が置いてあり，配達した際には押印することとして

いた。配達の際には幅約40cm，高さ約20cm，重さ

約 1 kgの牛皮のカバンに郵便物を入れ，足に脚はん

を巻いて地下足袋をはき，制服を着て配達した（写

真 1 ，2 ）。昭和30年代には「コマ山」の集配所に

は本局が配置した自転車が置いてあり，それを使っ

ていたが，当時は道が悪く，押して行くことが多か

った。昭和40年代になると私物のバイクを利用する

こともあった。昭和30年代には本局の職員（本務員

と思われるが）は20人ぐらいいて，その他に 7 ～ 8

人の配達員がいた。木田氏の受け持った「請負区」

は三谷から市ノ瀬，湯ノ谷までであった。

まとめ－郵便図と山村・里山

昭和20年代後半期の旧白峰村の山間地の居住者の

様子が昭和28年の郵便図から推測できるが，昭和30

年代以降に起きた社会環境は山村を激変させ，130

地区の「山の家やムラ」をおおかた消失させてしま

った。網の目のようにつながっていた山道も峠も今

ではほとんどは喪失状態になっている（林，2008）。

20年後に編纂された旧白峰村の郵便図では山間地の

地区や戸数が激減している。昭和48年に編纂された

郵便図では旧白峰村の市街地以外の地区数と戸数は

45地区，108戸になっており，昭和28年当時と比べ

ると地区数は65.4％，戸数は55.4％減少している

（郵政省，1973）。山の家が 1 戸抜け，2 戸抜けて居

住者がいなくなっていく過程は過疎化の常態である

（宮本，1964；1972）。昭和35年ごろからはじまる日

本の経済成長政策は，日本各地の農林業人口を都市

部に集中させた結果，日本各地のムラを崩壊させて

きた（今井編，1968：森井，1995）。このような農

山村の過疎化現象は結局，各地の耕土を荒廃させ，

山地帯や里山の生態系を脆弱化させてきたと考えら

れる。旧白峰村の「郵便図」は約50年前の山の生活

を想起させるものであり，山村の劇的な変化を示唆

する貴重な資料である。
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周
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戸
数 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 13

標
高

52
0

60
0

60
0

72
0

60
0

80
0

84
0

10
40

84
0

80
0

80
0

小
字
名

風
嵐

蛇
谷

鳥
越

喜
之
助
山

杓
子
作

大
空

小
右
エ
門
山

滝
蔵
山

苛
原

七
松
山

上
苛
原

向
原

万
蔵
山

忠
三
郎
山

藤
助
山

欅
谷

名
地
作

由
松
山

又
ヶ
平
上

三
郎
兵
山

臼
落
山

下
小
屋
場

向
大
空

下
小
原
山

源
次
郎

小
原
山

上
小
原
山

豆
土

ホ
イ
チ
谷

チ
エ
ジ
谷

松
山

音
助
山

平
左
エ
門
山

向
桑
島 小
字
数
　

33

合
計

1,
40

0
53

1
12

0
28

4
20

0
70

6
33

6
83

0
51

0
1,

23
0

18
0

40
8

38
0

85
4

85
7

56
4

29
6

1,
08

6
1,

52
6

1,
23

0
1,

19
0

20
4

1,
16

0
26

0 45 59
0

48
8

56
0

23
6

13
0

44
0

15
3

38
3

45
2

1,
60

0
25

6
12

6
22

0
76

9
2,

16
2

87
4

80
2

1,
40

8
23

2
66

6
77

6
50

4
58

4
2,

95
2

4,
35

2
1,

30
0

91
8

1,
08

2
74

8
1,

03
8

36
2

43
,5

50

備
　
　
考

白
峰
局
か
ら
 

     向
大
空
分
岐
 

  大
空
分
岐
 

 小
右
エ
門
山
分
岐
 

  苛
原
分
岐
 

 七
松
山
分
岐
 

   分
校
 

      「
ヘ
イ
チ
」
と
い
う
（
木
田
十
幸
氏
）
 

 分
校
～
橋
分
岐
 

      下
小
屋
場
分
岐
 

           風
嵐
口
～
豆
土
 

  苛
原
分
岐
～
 

   「
コ
マ
ヤ
マ
」
と
い
う
（
木
田
十
幸
氏
）
 

整
理
番
号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57

距
離

1,
40

0
53

1
12

0
14

2
20

0
70

6
33

6
83

0
51

0
1,

23
0 90 40
8

19
0

85
4

85
7

56
4

29
6

54
3

76
3

1,
23

0
1,

19
0

20
4

58
0

26
0 45 59
0

48
8

56
0

23
6

13
0

44
0

15
3

38
3

22
6

80
0

25
6

12
6

11
0

76
9

1,
08

1
87

4
40

1
70

4
11

6
33

3
38

8
25

2
29

2
1,

47
6

2,
17

6
65

0
91

8
1,

08
2

37
4

1,
03

8
36

2
31

,8
63

往
復 14

2 90 19
0

54
3

76
3

58
0

22
6

80
0

11
0

1,
08

1

40
1

70
4

11
6

33
3

38
8

25
2

29
2

1,
47

6
2,

17
6

65
0

37
4

11
,6

87

配
達
期
間（

II
）

A D D D D D D D B B B B B B B B B B
不
明 B D B D

不
明 A A A C C C A

不
明 A

配
達
期
間（
I）
 

 ○
  ○
  ○
  ●
 

○
  ○
  ○
 

●
  ○
  ○
 

○
 

○
  ○
 

○
   ○
 

○
 

○
 

○
 

●
    ○
 

●
   ●
  ●
 

○
     ●
 

●
 

○
 

●
 

●
 

●
  ●
 

○
 

●
 

戸
数 21 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 3 1 1 1 1 1 1 1 60

標
高

52
0

56
0

68
0

80
0

92
0

10
40

10
40

96
0

80
0

92
0

84
0

80
0

68
0

72
0

72
0

76
0

68
0

62
0

80
0

76
0

68
0

86
0

68
0

80
0

72
0

80
0

80
0

84
0

96
0

64
0

80
0

64
0

小
字
名

向
桑
島
（
コ
マ
山
) 

宗
助
沼
 

メ
ン
ス
 

  根
倉
谷
 

小
三
谷
口
 

三
谷
口
 

三
谷
 

   新
助
山
 

赤
岩
 

 赤
岩
出
 

 下
赤
岩
 

山
六
山
・
上
鷹
山
 

 市
ノ
瀬
 

  湯
ノ
谷
 

 六
万
山
(営
林
署
) 

宮
谷
 小
字
数
　

16

合
計

0
85

1
3,

24
0

74
8

1,
07

8
36

2
1,

12
8

80
0

2,
89

0
55

0
48

0
50

0
2,

24
0

46
2

96
2

1,
06

6
52

4
1,

12
0

1,
16

0
19

9
1,

16
3

1,
52

6
57

0
78

8
86

0
2,

02
0

2,
84

0
30

,1
27

備
　
　
考

木
田
十
幸
氏
生
家
（
駐
在
集
配
所
）
 

 戸
数
不
明
瞭
 

宮
谷
分
岐
 

   分
校
 

     赤
岩
口
 

整
理
番
号 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

距
離

0
85

1
1,

62
0

74
8

1,
07

8
18

1
1,

12
8

80
0

1,
44

5
27

5
24

0
25

0
1,

12
0

23
1

48
1

53
3

26
2

56
0

58
0

19
9

1,
16

3
76

3
28

5
39

4
43

0
1,

01
0

1,
42

0
18

,0
47

往
復

1,
62

0

18
1

1,
44

5
27

5
24

0
25

0
1,

12
0

23
1

48
1

53
3

26
2

56
0

58
0

76
3

28
5

39
4

43
0

1,
01

0
1,

42
0

12
,0

80

配
達
期
間（

II
）

A A C C C
不
明 A A A A

不
明 A A

不
明 C A

配
達
期
間（
I）
 

○
 
●
 
●
   ●
 

●
 

○
 

○
    ●
 

○
  ○
  ○
 

○
  ○
   ○
  ○
 

●
 

戸
数 1 3 1 3 2 2 11 1 4 1 1 2 8 1 2 1 44

標
高

64
0

64
0

96
0

76
0

76
0

80
0

80
0

10
00

76
0

84
0

88
0

10
00

80
0

88
0

10
00

84
0

附
表
　
旧
白
峰
村
に
お
け
る
各
地
域
の
郵
便
配
達
の
距
離
等
（
つ
づ
き
） 

5
　
明
谷
 

7
　
河
内
谷
（
風
嵐
谷
）
 

6
　
三
ッ
谷
・
赤
岩
・
市
ノ
瀬
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